
 1 

社会福祉法人祥風会 役員等の報酬等に関する規程  

    

 平成２５年１１月 １日制定 

（目的） 

第 1 条 この規程は、社会福祉法人祥風会（以下「本法人」という。）の定款

第８条及び第２１条及びその他の規程により設置された委員会の委員等（以

下「役員等」という。）の報酬及び費用（以下「報酬等」という。）に関し必

要な事項を定めることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この規程おいて、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定める

ところによる。 

（１）役員とは、理事及び監事をいう。 

（２）評議員とは、定款第５条に基づき置かれるものをいう。役員と併せて役

員等という。 

（３） 常勤の理事とは、理事のうち、本法人を主たる勤務場所とする者をいう。 

（４）非常勤の役員とは、役員のうち、常勤の理事以外の者をいう。 

（５）報酬等とは、報酬、賞与その他の職務執行の対価として受ける財産上の

利益であって、その名称の如何を問わない。 

（６）費用とは、職務遂行に伴い発生する交通費、旅費（宿泊費を含む）及び

手数料等の経費をいい、報酬とは明確に区分されるものとする。 

 

（報酬等の支給） 

第３条 本法人は、役員に職務執行の対価として報酬を支給することができる。 

２ 評議員については、定款第８条の規定より無報酬とする。 

３ 第１項に規定する役員に対する報酬の総額は、年間１０，０００，０００

円を超えないものとする。 

 

（理事長の報酬等） 

第４条 理事長の報酬及び賞与は別表１のとおりとし、就職の月から退職の月

まで支給する。ただし、退任の日の属する月の中途で再任された場合には、

再任に係る月分の報酬は支給しない。 

 

（理事会及び評議員会の報酬等） 

第５条 役員が理事会及び評議員会に出席したときは、別表２により費用を支
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給する。ただし、役員が理事会と同日に開催された評議員会に出席した場合

又は本法人の業務を行った場合は、これを支給しない。 

２ 理事及び監事が理事会以外の日において、理事長の命を受けて法人及び施

設の運営のための業務にあたった場合、法人及び施設の指導検査への立会い

及び運営状況の指導又は監査の業務にあたった場合等は前項に定める費用を

支払うことができる。 

３ 評議員が評議員会に出席したときは、別表３に掲げる費用を支給する。 

 また、評議員が評議員会以外の日において、理事長の命を受けて法人及び施

設の運営のための業務にあたった場合は、前項に定める費用を支払うことが

できる。 

 

（報酬等の支給方法） 

第６条 前条に定める費用については、その都度支給する。 

２ 理事長の報酬の支給は、社会福祉法人祥風会職員給与規程第６条の規定を

準用する。 

 

（苦情対応第三者委員の報酬） 

第７条 苦情対応第三者委員（以下「第三者委員」という。）は無報酬とする。 

２ 第三者委員が理事会及び評議員会に出席したときは、別表３に掲げる評議

員の費用を準用してその額を支払うことができる。ただし、理事会及び評議

員会に出席し、かつ同一日に開催された第三者委員会に出席した場合は、こ

れを支払わない。 

３ 第三者委員が理事会及び評議員会以外の日において、法人及び施設に係る

苦情対応の業務にあたった場合は、前項に定める費用を支払うことができる。 

 

（評議員選任・解任委員会委員の報酬） 

第８条 評議員選任解任委員は無報酬とする。 

２ 評議員選任・解任委員会委員が当該委員会に出席したときは、別表３に掲

げる評議員の費用を準用してその額を支払うことができる 

   

（出張旅費） 

第９条 役員等が法人及び施設のために出張する場合は、別表４に定める旅費

等を支給することができる。 

２ 旅費は実費を支給する。 

３ 出張の目的遂行のために必要な経費は、原則として実費を支給することが
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できる。 

４ 旅費は最短の経路で最も安価な方法により支給するが、実情に応じてこれ

を増額することができる。 

５ 旅費等は、原則として出張終了後これを支払うものとするが、必要に応じ

て事前に概算額を支払い、出張終了後これを精算することができる。 

 

（兼務役員） 

第１０条 施設の職員を兼務する役員等については、施設の職員としての業務

を除く法人業務に限りこの規程を適用するものとする。 

 

（規程の改廃） 

第１１条 この規程の改廃は、評議員会の決議を得て行なうものとする。 

 

 

附 則 

１ この規程は、平成２５年１１月１７日から施行する。 

 

２ 社会福祉法人祥風会実費弁償に関する規定（平成１９年４月１日施行）は

廃止する。 

 

附 則 

１ この規程は、平成２９年 ４月 １日から施行する。 

 

附 則 

１ この規程は、令和 元年 ７月 １日から施行する。 

 

附 則 

１ この規程は、令和 ２年 ７月 １日から施行する。 

２ 社会福祉法人祥風会理事長の報酬に関する規程（平成２２年１２月１日制

定）は廃止する。 
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別表１（第４条関係） 

理事長の報酬等 

役 職 名 報 酬 等 の 額 

理 事 長 

 

月額 ７４０，０００円 

６月賞与 月額報酬の７０％以内 

１２月賞与 月額報酬の７０％以内 

 

別表２（第５条第１項関係） 

 理事及び監事の費用額 

理事及び監事の住所 理事の費用額 監事の費用額 

小田原市等 ５，０００ 円 ５，０００ 円 

小田原市等を除く（神奈川県内） ８，０００ 円 ― 

神奈川県外 １７，０００ 円 ― 

小田原市等とは、小田原市、南足柄市、足柄下郡及び足柄上郡に住所を有す

るもの（以下「別表 3」においても同じ。）をいう。 

 

別表３（第３条第３項関係） 

 評議員の費用額 

評 議 員 の 住 所 評議員の費用額 

小田原市等 ４，０００ 円 

小田原市等を除く神奈川県内 ７，０００ 円 

神奈川県外 １３，０００ 円 

 

別表４（第９条第１項関係） 

 役員等の旅費等（１日に付き） 

項 目 旅 費 等 の 額 備 考 

旅 費 実 費  

宿 泊 費 ２０，０００ 円  

日 当 １０，０００ 円  

 


